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【手続補正書】
【提出日】平成27年10月8日(2015.10.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
ジスルフィラム若しくはその薬理学的に許容される塩またはそれらの溶媒和物からなる肝
がん幹細胞阻害剤。
【請求項２】
請求項１に記載の肝がん幹細胞阻害剤を含む肝がん治療用組成物。
【請求項３】
ジスルフィラム若しくはその薬理学的に許容される塩またはそれらの溶媒和物からなる肝
がん幹細胞阻害剤に、さらに付加的な抗がん活性成分を含む肝がん治療用組成物。
【請求項４】
ジスルフィラム若しくはその薬理学的に許容される塩またはそれらの溶媒和物の肝がん幹
細胞の阻害における使用。
【請求項５】
ジスルフィラム若しくはその薬理学的に許容される塩またはそれらの溶媒和物の肝がん治
療における使用。
【請求項６】
ジスルフィラム若しくはその薬理学的に許容される塩またはそれらの溶媒和物の、肝がん
幹細胞阻害剤の製造における使用。
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